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資料1

農林大学校の卒業生数の推移
期間 名称 年代 卒業生数 期間 名称 年代 卒業生数

明治45年
　　～昭和39年

農事試験場（農事練習生）
静岡県立農業技術員講習所
静岡県立農業技術員養成所
静岡県立農業講習所　等

大正 1 10

昭和49年
　　～昭和54年

農業短期大学
林業短期大学校

昭和 49 209
大正 2 18 昭和 50 213
大正 3 16 昭和 51 229
大正 4 20 昭和 52 204
大正 5 20 昭和 53 209
大正 6 20 昭和 54 218
大正 7 20

昭和55年
　　～昭和62年

農林短期大学

昭和 55 83
大正 8 18 昭和 56 151
大正 9 17 昭和 57 148
大正 10 21 昭和 58 121
大正 11 16 昭和 59 119
大正 12 21 昭和 60 75
大正 13 25 昭和 61 79
大正 14 20 昭和 62 100
昭和 1 18

昭和63年
　　～平成10年

農林短期大学校

昭和 63 101
昭和 2 38 平成 1 97
昭和 3 40 平成 2 79
昭和 4 41 平成 3 77
昭和 5 37 平成 4 92
昭和 6 38 平成 5 100
昭和 7 37 平成 6 93
昭和 8 38 平成 7 75
昭和 9 43 平成 8 119
昭和 10 32 平成 9 101
昭和 11 28 平成 10 100
昭和 12 39

平成11年
　　～平成29年

農林大学校

平成 11 112
昭和 13 26 平成 12 118
昭和 14 24 平成 13 103
昭和 15 12 平成 14 102
昭和 16 29 平成 15 100
昭和 17 48 平成 16 99
昭和 18 51 平成 17 111
昭和 19 86 平成 18 96
昭和 20 82 平成 19 89
昭和 21 71 平成 20 92
昭和 22 69 平成 21 95
昭和 23 55 平成 22 74
昭和 24 45 平成 23 94
昭和 25 62 平成 24 97
昭和 26 50 平成 25 78
昭和 27 76 平成 26 89
昭和 28 69 平成 27 89
昭和 29 70 平成 28 87
昭和 30 71 平成 29 91
昭和 31 78 合計 9553
昭和 32 89
昭和 33 104
昭和 34 113
昭和 35 112
昭和 36 100
昭和 37 98
昭和 38 112
昭和 39 135

昭和40年
　　～昭和48年

各試験場併設専門研修所
農業中央研修所
林業講習所

昭和 40 167
昭和 41 190
昭和 42 208
昭和 43 225
昭和 44 188
昭和 45 229
昭和 46 236
昭和 47 257
昭和 48 217



 

 

静岡県立農林大学校卒業生の状況 

 

１ 卒業生の状況 （単位：人、( )：女性のうち数 、ゴシック：就農者としてカウントする進路） 

 進 路 区 分  27年度 28年度 29年度 

進  進 学  10( 2) 6( 0) 7( 1) 

学  研 修  2( 1) 2( 1) 0( 0) 

等  進 学 等 計 ① 12( 3) 8( 1) 7( 1) 

 自 営 （農林業） ② 9( 2) 10( 1) 5( 0) 

県  農 農業法人等 ③ 31(11) 35(15) 41(13) 

 就 林 農林業団体  10( 7) 7( 1) 14( 4) 

内  業 農林業関連企業 ④ 22( 8) 16( 4) 14( 4) 

  関 公務員（農林業関連）  2( 2) 2( 0) 3( 1) 

就  連 計 ⑤ 65(28) 60(20) 72(22) 

 職 農 一般企業  2( 1) 5( 2) 4( 3) 

業  外 計 ⑥ 2( 1) 5( 2) 4( 3) 

   就 職 計 (⑤＋⑥) ⑦ 67(29) 65(22) 76(25) 

 就  業  計 (②＋⑦) ⑧ 76(31) 75(23) 81(25) 

県  外  就  職 ⑨ 1( 0) 4( 0) 1( 0) 

そ  の    他 ⑩ 0( 0) 0( 0) 2( 1) 

就  業 等  計 (⑧+⑨+⑩) ⑪ 77(31) 79(23) 84(26) 

 卒 業 者 数 計(①+⑪) ⑫ 89(34) 87(24) 91(27) 
 

 

２ 就業率等                                      (単位：人) 

就 業 内 容  27年度 28年度 29年度 

県内就農者数 ②＋③ 40 45 46 

県内農林業関連就業者数 

（卒業者に占める割合） 

②＋⑤ 

((②＋⑤)/⑫) 

74 

(83%) 

70 

(80%) 

77 

(85%) 

就業者数 

（就業希望者の就業率） 

⑧＋⑨ 

((⑧＋⑨)/⑪) 

77 

(100%) 

79 

(100%) 

82 

(98%) 

(平成30年4月1日現在) 

 

資料２ 



農林大学校卒業生の評価 

１ 法人ヒアリング 

法人名 
ヒアリング

日時 
評価 

㈱ 
カクト・ロコ

平成 30 年

8 月 17 日 

今年 2 名採用し、大変期待している。2 年間の

養成部課程で、植物とともに生活してきた学生

は勉強ばかりの子とは違う。 

㈲ 
高橋水耕 

平成 30 年

8 月 20 日 

近年高校卒業生の採用を行っているが、２年間

栽培の勉強をしてきた農林大学校卒業生と比

較すると違いがある。 

㈱ 
とやま農園 

平成 30 年

8 月 27 日 

農林大学校卒業生を去年採用した。現場に出て

いるので仕事には慣れている。1 年目から即戦

力になるにはもう少し突っ込んだ勉強をする

と良い。 
農業組合法人

ジャパン 
・ベリー 

平成 30 年

9 月 13 日 

現在採用している農林大学校卒業生は良く働

き、イチゴの知識があるので助かっている。今

後は現場を任せるようにしていく。 
 
 
２ 基本構想策定委員会委員発言 

発言者 
委員会日時 

（開催回次）
評価 

鈴木 厚志 
（静岡県農業法

人協会会長、京丸

園㈱代表取締役）

平成 29 年 
8 月 31 日 
（第 2 回） 

農業法人が採用したい人材として、農林大学

校卒業生を非常に重要視しており人気が高

い。現に、なかなか募集しても、思ったよう

に採用できないぐらい人気がある。 

竹川 将樹 
（指導林家、 
㈱ふもとっぱら

代表取締役） 

平成 29 年 
8 月 20 日 
（第 2 回） 

農林大学校卒業生は、20 歳で一通りの林業の

技術は身つけているので、しっかりした技術

を持っているという印象は受けている。 

竹川 暢昭 
（静岡県農業高

等学校校長会会

長） 

平成 29 年 
10 月２日 
（第 3 回） 

農家の方や生産法人からは、農林大学校卒業

生は積極的で、率先してよく体が動き、本当

に粘り強く、着実に物事を進めることができ

る。そして仕事を選ばず、本当に熱意を持っ

て取り組むことができると聞いている。 
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